
慢性的な設備故障の対応に追われ、再発防止もままならず設備は老朽化していく。
負のスパイラルから脱却しなければ、今後の人手不足、教育低迷と将来への不安が募るばかり。
このような状況を変えるには考え方を工夫し、正しいアプローチで攻める必要があります。
本セミナーでは設備稼働の指標の考え方、実践的故障分析の基礎を紹介しています。

故障分析の基礎
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（テキスト付)インターネット環境があればＯＫ

いつでも

（各回先着５０名限定公開）

設備トラブルをなくす

担当講師 コンサルタント 石田 敬亮
大手自動車メーカーにて、新ラインの立ち上げ
に携わり様々な課題解決プロセスを経験。その
後、コンサルタントの道へ。
これまでの経験により、ジャンルを問わず
設備改善を中心に生産性向上、職場環境改善の
支援を行っている。
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・設備総合効率の考え方
（3つの指標の使い分けについて）

・7大ロスとは
（設備で発生するロスについて）

１.設備総合効率（OEE）

・事後保全の考え方
（パレート分析、要因分析、なぜなぜ分析の解説）

・手法を駆使し故障を低減する
（要因分析となぜなぜ分析の組み合わせ活用方法）

２.設備故障分析

・事後保全から予防保全へ
（予兆を掴む計画保全の基礎）

・初期故障の抑え方
（設備導入初期段階でやるべきサイマル活動）

３.予防保全（２０分） （２０分）

（4０分）

（各回先着５０名限定公開） 受講料、日程、お申込みは別紙（申込用紙）をご参照ください
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